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概 要

【変更に至る背景と概要】

【主な変更内容】

廃棄物安全試験施設は、プルトニウム、濃縮ウラン、使用済燃料等の核燃料物質を

セル、グローブボックス、フード等において取り扱う研究施設である。No.5セル及び

グローブボックス内で新たな試験を行うため、使用の方法及びこれに伴う安全評価

の変更を予定している。

① No.5セルにおける取扱方法を変更

② グローブボックスにおける取扱方法を追加

③ No.5セル内の取扱設備・機器を一部削除
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① No.5セルにおける取扱方法を変更

使用の目的「放射性廃棄物の処理処分の安全性に関する試験研究」として、福島第一原子力

発電所由来の放射性廃棄物を含む放射性廃棄物の非破壊測定（核燃料と廃棄物の弁別等）に

用いる「検出器等の特性試験」を取扱方法に追加する。

核燃料物質
（容器に封入）

No.5セル

散乱体・遮蔽体

◎取扱核燃料物質（既許可から変更なし）

※１F燃料デブリを含む。

◎核燃料物質の形態
本試験では、核燃料物質を容器に封入した状態

で使用する。

◎貯蔵施設、廃棄施設
本試験における変更はない。

高レベル放射性
廃棄物試料

（Bq）

使用済燃料の
小試料※
（Bq）

Pu
（ｇ）

U
（ｋｇ）

Th
（ｇ）

1.85×1013 1.48×1012 12 1 2



② グローブボックスにおける取扱方法を追加

使用の目的「原子炉等の構造材の健全性に関する試験研究」として、各放射線の影響による

腐食電位、分極抵抗等を測定・評価するため「電気化学試験」を使用の方法に追加する。

◎取扱核燃料物質（既許可から変更なし）

※非密封粉体の取扱制限量は、使用場所全体で１ｇとする。
 

◎核燃料物質の形態
固体、粉体

◎貯蔵施設、廃棄施設
本試験における変更はない。

高レベル放射性
廃棄物試料

（Bq）

使用済燃料の小
試料（Bq）

Pu
（ｇ）※

U
（ｋｇ）

Th
（ｇ）

3.7×108 3.7×108 0.2 0.1 0.1

◎試験概要
カラムを人工海水で満たし、カラム内に固体又は粉末状

のPu（最大0.2ｇ）を添加することで腐食挙動を測定する。

・作用極の本数：４～６本
・温度：常温

４～６本

ステンレス鋼
又は

炭素鋼
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③ No.5セル内の取扱設備・機器を一部削除

小規模溶融固化体作製、蒸発挙動試験の終了に伴いNo.5セルの取扱方法から削除する。

また、試験終了に伴い以下の装置について取扱設備・機器から削除する。

小規模溶融固化体作製装置
（W） 500 ×（D） 500 ×（H）700  [mm]

蒸発挙動試験装置
（W） 600×（D）600 ×（H）700  [mm]

No.5セル

許可書（本文） 取扱設備・機器から当該試験装置を削除

倉庫 No.5セル No.4セル No.3セル No.2セル No.1セル

αγアイソレー
ションルーム

βγアイソレーションルーム

サービスエリア

ホ
ッ
ト
化
学

実
験
室

操作室



6

【適合性】閉じ込めの機能

本試験における核燃料物質の閉じ込め機能は、No.５セル本体又は

グローブボックス本体が閉じ込め障壁となる。

No.５セル本体及びグローブボックス本体の構造に変更はないため、

閉じ込め機能に変更はない。

① No.5セルにおける取扱方法を変更

② グローブボックスにおける取扱方法を追加

③ No.5セル内の取扱設備・機器を一部削除
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【適合性】遮蔽

① No.5セルにおける取扱方法を変更

② グローブボックスにおける取扱方法を追加

③ No.5セル内の取扱設備・機器を一部削除

本試験で使用する核燃料物質は、既許可の取扱数量から変更はないため、遮

蔽能力の評価に変更はない。



【適合性】火災等による損傷の防止

① No.5セルにおける取扱方法を変更

② グローブボックスにおける取扱方法を追加

③ No.5セル内の取扱設備・機器を一部削除

①及び②における試験では、加熱源を有する機器の使用はない。No.5セル

及びグローブボックス内で使用する機器及び材料には、可能な限り不燃性又

は難燃性のものを使用するため、既許可の記載内容に変更はない。

③における装置の撤去方法は、申請書に添付する参考資料に記載する。
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【適合性】廃棄施設（気体廃棄物管理） 【1/2】 

① No.5セルにおける取扱方法を変更

② グローブボックスにおける取扱方法を追加

③ No.5セル内の取扱設備・機器を一部削除

① 本試験において使用する核燃料物質は、容器に封入した状態で取り扱い、

化学的、物理的操作を行わないため、放射性気体廃棄物は発生しない。

② 電気化学試験に係る気体廃棄物放出量の評価を行った。詳細は次頁以降。

③ 小規模溶融固化体の作製に係る評価の記載を削除した。
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【適合性】廃棄施設（気体廃棄物管理） 【2/2】 

使用核種及び添加量 238Pu：1.3×1011Bq（0.2g）

作業工程内容
カラムを人工海水で満たし、固体又
は粉末状のPuを試験液に添加する
ことにより調製する。

放出回数 １年間につき各5回

気体廃棄物の発生率
電気化学試験で、核燃料物質の調製
時に粒子状気体廃棄物が発生する。

核種別形態係数 調製時＝10

核種別取扱行為係数 調製時＝1

電気化学試験に係る気体廃棄物放出量の
計算条件

排気口における排気筒出口濃度と
線量告示に定める「放射線業務従事者に
係る濃度限度」との比

濃度限度比が1を下回っていること
を確認した。

申請前 変更後

1.6×10-2 1.4×10-2
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